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論文題名 
Histomorphological superiority of bilateral internal thoracic arteries :a 
contrast with right gastroepiploic artery 
 (両側内胸動脈の組織形態学的優位性：右胃大網動脈との比較) 
結果の要旨 
 本研究の目的は(1)内胸動脈が他のバイパスグラフトと組織学的に異なる性質を有する
(2)内胸動脈は動脈硬化危険因子の影響を受けにくいという仮説の基に同一患者より採取し
た左内胸動脈，右内胸動脈， 右胃大網動脈を組織学的に検討した． 
組織学的所見とその患者因子を検討し(1)内側内胸動脈はその左右差がなく(2)内胸動脈
は右胃大網動脈と比較して内膜肥厚を生じにくく(3)内胸動脈は動脈硬化の危険因子の影響
を受けにくいという結果を得た．同一患者に於ける両側内胸動脈と右胃大網動脈を組織学
的に比較し，さらに患者背景とその内膜肥厚に関与する危険因子の検討を詳細に行った新
しい知見であり医学博士授与に値する優れた研究結果であるとの評価を審査委員全員から
得た． 
 
